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た(Sasahi zmd Takahashi, 1983; K如ohand Tsuda, 1984; Mineo et a1.,
1994)｡ VFAの化学的構造の違いによって刺激効果に差異を生じることから､
細胞膜上にはVFAを特異的に認識する機構が存在する可能性が考えられてい
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(Admura, 1994)｡すなわち､ウシ(Reynaert eta1., 1975)､ヒツジ(Bassett,
1972; Driverand Forbes, 1981; 1Yenkle, 1989)およびヤギ(Tindal et a1.,
1982)においては､採食前に血中GH濃度が増加し､採食後に低下することが
知られている｡この現象はヒトや他の霊長類でも認められる(Sopwith et a1.,
1985; Stewart et a1., 1984)｡しかし､このGH濃度変化がウシの視床下部･
下垂体茎部の機能的切断によっても認められること(Plou紀k et a1., 1988)か
ら､ GHRHとSRIFだけで採食後のGH分泌抑制機序を説明することは困発で










刺激効果を示し(Kuhara et a1., 1991) ､ NMDAも分泌刺激効果を示す(Estime



















































































































の影響｡酪酸存在下では､ GHRH (1 IIM､ 30秒付近)刺激による細胞内Ca
イオン濃度増大は､わずかでゆっくりとした反応である｡
図5　　ラット下垂体前葉細胞を酪酸(10mM)で72時間にわたり処理した後､
GHM (1 nM)で刺激した時のGH血m量の変化｡矢印は､ 100bp付近の
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